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　2013年G8科学大臣会合を契機として、オープンサイエンスの推進が 国際的な大きなトピックとなってい

る。G8やOECD、AGU等でもとりあげられ ている研究データの共有や識別子、相互利用などへ向けた国際

フォーラム Research Data Alliance（RDA)の活動が、国際的なデータ流通の デファクト標準化や国際合意の

場として活発化している。 こうした活動を国内でも展開する重要性から、データへのDOI付与を 検討するグ

ループから発展して、研究データ利活用協議会（RDUF)が 設立された。個人会員はオンラインで無料加盟可能

で、とくに 義務はなく、自発的なコミュニティ活動、情報交換の場として 機能している。ぜひ多くの方に興

味を持っていただき参加いただ ければ幸いである。
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